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19-4 資本主義的生産の「健全な」運動に対応する諸関係が回復するのは

「では、どのようにしてこの衝突が再び解消して、資本主義的生産の「健全な」運動に対

応する諸関係が回復するであろうか？」 青山──「この衝突」が何を指すか不明。

「均衡は、大なり小なりの範囲での資本の遊休によって、または破滅によってさえも、回

復する」「主要な破壊、しかも最も急激な性質のものは、価値属性をもつかぎりでの資本

に関して、資本価値に関して、生ずるであろう。…金銀の現金の一部分は遊休し、資本と

して機能しない。…この攪乱や停滞は、…資本と同時に発展した信用制度の崩壊が生ずる

ことによってさらに激化され、このようにして、激烈な急性的恐慌、突然のむりやりな減

価、そして再生産過程の現実の停滞と攪乱、したがってまた再生産の現実の減少をひき起

こすのである。」「生産の停滞は労働者階級の一部分を遊休させ、そうすることによって

その就労部分を、平均以下にさえもの労賃引下げに甘んぜざるをえないような状態に置い

たであろう。…繁栄期は労働者のあいだの結婚に幸いし、また子女の大量死亡を軽減した

であろう。…価格低下と競争戦とはどの資本家にも刺激を与えて、…自分の総生産物の個

別的価値をその一般的価値よりも低くしようとさせたであろう。…労働の生産力を高くし、

不変資本にたいする可変資本の割合を低くし、…充用される不変資本の量は可変資本に比

べて増大したであろうが、しかしこの不変資本量の価値は低下したかもしれない。そこに

現れた生産の停滞は、後の生産拡大──資本主義的限界のなかでの──を準備したであろ

う。……資本の過剰生産というのは、資本として機能できる、すなわち与えられた搾取度

での労働の搾取に充用できる生産手段──労働手段および生活手段──の過剰生産以外の

なにものでもない。……労働者の過剰人口が過剰資本によって充用されないのは、それが

労働の低い搾取度でしか充用できないからであり、また少なくとも、与えられた搾取度の

もとでそれが与えるであろう利潤率が低いからである。」

（大月版『資本論』④ P317B1-321F5）


